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石中だより「しょうりょくびゃっか」 2015(平成 27)年１２月２５日(金)

石垣市立石垣中学校
Vol３９ 教 頭 市原 教孝

12/25(金) 我が道に茨多し、されど我が道は一つ
第２学期終了 南和秀校長先生よりメッセージ

今日で長かっ た２学期も終わり 。 8月 2 4日 (月 ) か ら授業が始まり 、台風被害で1時間授業で
の ス タ ー ト で し た 。 1 2 4 日間 で 、授業日数は 7 9日 と 8 0 日 、授業時間数は 、約 4 3 0 時間で し
た。元気で2学期が終われること を喜びたいと思っています。
「努力した人に必ず ﾁ ｬ ﾝ ｽ は巡って くる 。見せかけでな く本気で努力した人は必ず ﾁ ｬ ﾝ ｽ を つかむ。 」
始業式で日々の努力の大切さを話しま した 。 1 2 4 日 の 積 み 重 ね は ど れ だ け の 高 さ 積 み 上 が り ま し た

か 。 学 習 ( 知 ) 、 心 ( 徳 ) 、 体 力 ・ 健 康 ( 体 ) の 面 か ら 、 し っ か り 2 学 期 を 振 り 返 っ て 下 さ い 。 そ の
振 り 返 り を 基 に 、 冬 休 み か ら 3 学 期 に か け て の 過 ご し 方 を 考 え 、 決 意 新 た に 目 標 を 決 め 、 自 律
的 、 計 画 的 に 過 ご す こ と が 、 大 き な 成 長 に つ な が り ま す 。 規 則 正 し い 生 活 ( 自 律 ) と 自 主 的 な
計 画 、 そ し て 、 継 続 す る 精 神 力 が 自 分 を 伸 ば す 鍵 に な り ま す 。
学校 と し て 2学期を振り返る と 、特に素晴ら し か っ た こ と が 3点あ り ま す 。先ず 1点目は、生徒の皆さんの活躍で
す 。野球部の全 県 制 覇 ・ 全 国 大 会 出 場 権 獲 得 。 生徒会の県善行賞受賞。２年生 ・金城あい ら さ んの県
陸上共通女子2 0 0m優勝 と 1 5年振りの八重山記録更新。城間須弥君の県柔道大会5 0 kg級優勝。 3年生 ・
稲福功大君の全県学力テス ト 7 0 5 5名中第 1位。當間理桜さん の明るい選挙啓発ポス ター 、全国７万点以上
の応募の中からの上位入賞等々、数多 くの活躍があ り ま し た 。本校の歴史に新たな1ページを刻む活躍で 、石垣
中学校の名前を、全県、全国に轟かした学期でした。
2点目は 、学校生活の充実です。落着いた雰囲気での授業、集会での静 か に 聴 く 態 度 、 朝 の あ い さ つ 、
時 間 を 守 る 態 度 、 清 掃 時 間 の 活 動 等 々 、 全 員 が 安 心 し て 楽 し く 過 ご せ る 学 校 生 活 の 落 ち 着 き
で す 。 「 あ い さ つ 、 時 間 、 美 化 」 の 凡 事 の 徹 底 で す 。 部 活 動 や 個 人 の 活 躍 も 全 て 、 こ の 学 校 生
活 に 支 え ら れ て い る と 思 っ て い ま す 。 3 学 期 以 降 も っ と 充 実 さ せ て 下 さ い 。
3点目に 、行事の成功です。合唱 ｺ ﾝ ｸ ｰ ﾙ 、地区陸上、中文祭、地区駅伝等、沢山の行事に心を一つにして取
り組み、成果を出して 、大成功させました 。校内の行事では、学級の団結力を高め 、校外の行事では、石中生の
底力発揮し 、誇 り と愛校心 ・団結力を高める素晴ら し い頑張 りで した 。 3学期は 、更に学級 ・学年の 「絆 」 を深め

て 、団結力を発揮して 、 ｸ ﾗ ｽ ﾒ ｲ ﾄ 全員の夢や目標が達成でき る様な学級 ・学年に し て下 さい 。
一方 、 ま だ ま だ努力を必要 と す る所 が何点か あ り ま す 。 先ず 1点目は 、学力です 。学力 ﾃ ｽ ﾄ
で 、県の平均よ り 5ﾎﾟｲﾝﾄ近く下 回 っ て い ま す 。 県 平 均 、 地 区 平 均 に 達 し て い な い の が
現 実 で す 。 授 業 中 の 真 剣 味 が 未 だ 足 り な い と 云 う こ と で す 。 学 習 も 学 級 と い う ﾁ
ｰ ﾑ で 頑 張 る 必 要 が あ る 。 伏 せ 寝 や 私 語 は 、 学 習 の 雰 囲 気 を 壊 す 。 ま た 、 注 意
に 無 駄 な 時 間 が か か る 。 勉 強 し た い 人 の 大 き な 迷 惑 に 成 る 。 学 校 全 体 で 、 真 剣
に 学 習 す る 雰 囲 気 を 高 め る 必 要 が あ り ま す 。
二点目に、健康安全です。怪我をした り体調を崩す生徒が沢山いま した 。 また遊び 、ふざけの

中で命に関わ りそ うなのもあ りま した 。何事を成すにも、先ず、健康安全。心も体も健康で、充実した学校生活が
できるよ う に 、 基本的な生活リズムを整え、健康を自己管理し、危険を予測した行動ができるよ うに して下さい 。
2学期の終業式です。自分が、 どれだけ伸びたか、振返る機会を必ず持って下さい 。そして 、それを基に 、 3学期
の目標、新年の目標、決意をし っか り考えて下さい 。伸びる人は、必ず、反省がある。 そして 、新しい目標がある。
目標を決めた ら 、計画を立てる 。計画した ら 、実行する 。是が、繰 り返される こ とで 、人は必ず成長する 。 「 す べて
は 、自分の手の中にある 」 と云 う こ と です 。 「 我が道に茨多し 、然れ ど 、我が道は一つ 」です 。特に 3年生は 、 受
験 に 向 け て 大 切 な 時 期 に な り ま す 。 計 画 的 に 自 分 を 律 し て 、 3 月 に 向 け て 頑 張 っ て 下 さ い 。
さて明日から冬休みに入 ります 。冬休みの この時期は、 ク リ ス マ ス 、新年会など落ち着かない雰囲気の中で 、生
活リズムが乱れがちにな ります 。地域 ・大人の皆さんも落ち着かない、浮ついた生活の中で 、事件や事故が多 くな
る こ と が考 え られ ま す 。冬休み期間中も 、石中生 と し て の自覚を持 って 、生活 リ ズ ム を守 っ て 、交通ルールを守 っ
て 、健康で安全な生活を心がけて下さい 。そして 、希望に満ちた清々しい気持で１年の ｽ ﾀ ｰ ﾄ 、 3 学 期 の ス タ
ー ト が切れる よ う に 、新年の目標 ・希望をし っ か り立て て下さい 。全員が希望に満ちたいい新年を迎え、元気で 1
月6日に登校して くる こ とを期待しています。

緑 花
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12/12(土) 祝・優勝！ 偉大な先輩を越えた! マルゲン杯サッカー大会
○予選リーグ第１試合
石垣中２－０石垣第二中
《得点》：金城太雅(1-5)、

上地義哉(2-2)
《戦況》 前半は中盤の大浜

善俊（2-2）、三澤海人（2-3）、
上地貴紀（1-2）がボールを支
配し石中ペース。幾度も決定的な
パスを出す。それに反応し、いいタ
イミングで飛び出すのが上地義
哉、金城太雅、崎原夢希(2-
4)。しかし、初戦の緊張と相手キ
ーパーの好守でゴールネットを揺ら
すことができない。前半終わってス

コアレス。後半も前半と同じような状況。流れを変えようと、義哉を中盤に下げ、大嶺香葵（２-4）
をワントップに起用。直後、右サイドの崎原夢希からおくられたクロスに大嶺香葵が反応、相手CBとの
激しいせり合いの中、ボールは金城太雅の前。落ち着いて決め、待望の先取点。その後も石中のペー
スで試合を進め上地義哉が追加点をあげた。

○予選リーグ第２試合 石垣中５－０大浜中
《得点》：金城太雅３、譜久山虎太郎(1-2)

《戦況》 初戦の緊張から解放されたのか、終始、押し続け、次々と点数を重ねた。金城太雅がハット
トリック。途中出場の譜久山虎太郎もピッチに立って３分でゴールネットを揺らす決定力を見せた。

○決勝 石垣中２－１石垣中３年 《得点》：金城太雅、上地義哉、安富友貴(3-4)
《戦況》 最後の相手はつい１か月前まで主力だった石中３年生。予選トーナメント、白保中３年を4-0、大浜中３年を3-1で下し勝ち

上がってきた。サッカー関係者の誰が予想しても金城竜馬(3-1)率いる3年生有利。実際、キックオフ後も体力、スピード
とも3年生が圧倒的。幾度となくゴール前に運ばれるが、CBの仲宗根政和(2-4)、西本翔馬(2-2)の身体を張った守り
でゴールを許さない。GKの嘉手苅広羽(1-1)も1年生ながら大健闘。しかし、GKへのバックパス、一瞬の判断ミス。すか
ざず安富友貴にボールを奪われ、無人のゴールへボールが転がってしまった。０－
１。正直、これで諦めるかと思った。しかし、このチームは違う。この1点が反撃のの
ろし。体負けしていても、果敢にボールを奪いに行った。「絶対勝ちたい」という気持
ちが前面に。大浜善俊（2-2）がオーバーヘッドキック！このプレーで流れが変わっ

た。その後、上地義哉が同点ゴール、金城太雅が決勝ゴール、直後、試合終了のホイッスル。今まで
大きな背中だった先輩に追いつき、追い越した瞬間、感動の瞬間だった。大会表彰選手は以下の通
り。 【最優秀選手】大浜善俊（2-2） 【優秀選手】西本翔馬(2-2)、川満聖士(3-6)

12/12(土) 個人複１・２位！ 団体準Ｖ! 女バドも強い！
第８回地区バドミントン連盟中学校新人バドミントン大会が大浜

中体育館で開催された。12日、大会初日の団体戦決勝、惜しくも大
浜中に1-2で惜敗。団体優勝こそ逃したものの、翌日の個人ダブルス
戦(白保中体育館)では本校同士で決勝戦。技能の高さを示した。
１月16日の地区新人大会、期待が膨らみます。
団体準V：宮良亜美(2-1)、中川沙耶加(2-2)、仲間楓花(2-3)、
小嶺妃菜(2-4)、広瀬七帆(1-1)、比嘉穂乃香(1-4)、
大泊心(1-4)、※マネージャー・砂川凜(1-1)

大嶺 香葵 上地 貴紀

譜久山虎太郎

嘉手苅 広羽

全勝で優勝した石中新イレブン (第７回有限会社丸源水産カップ、写真・記事：唐真盛人先生）

西本 翔馬大浜 善俊

《１月のおもな行事》 夢を抱き 未来に輝け！
1/ 6(水) 始業式・認証式、リーダー研修
1/ 7(木) ３年総合テスト(国・理・英)
1/ 8(金) ３年総合テスト(社・数・音)
1/ 9(土) 県新人ハンド大会、県RBC杯バレー大会
1/10(日) 沖縄尚学高校入試(本校英語少人数教室)
1/11(月) 公休(成人の日)
1/13(水) 地区新人選手激励集会
1/14(木) 県立高校推薦願書受付(～15日)

1/16(土) 地区新人総体(～17日)
1/20(水) 生徒会引継式
1/23(土) 英検③
1/27(水) 3年最終進路決定面談(～28日)
1/29(金) 修学旅行出発(～2/1月、2/2・3は2年振休)
1/30(土) 県新人サッカー大会(～31日)
1/31(日) いしがき教育の日、AM日曜授業参観
2/ 1(月) 振替休日
2/ 3(水) 新入生説明会

金城 太雅

個人Ｖ宮良亜美・中川沙耶加組、準Ｖ仲間楓花・小嶺妃菜組


